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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記録媒体から情報
を再生する光ピックアップの光出力調整装置において、
　光ピックアップに備えられてレーザ光を発光するレーザ光源と、
　光ピックアップに備えられてレーザ光源に駆動電流を供給するレーザ駆動手段と、
　レーザ駆動手段がレーザ光源に供給する駆動電流の元になる設定電流をレーザ駆動手段
に対して与える電流設定手段と、
　レーザ光源による発光形態が、連続発光またはパルス発光のいずれであるかを定めると
ともに、パルス発光時における発光のデューティを定める発光制御信号をレーザ駆動手段
に対して与える発光制御信号設定手段と、
　光ピックアップに備えられてレーザ光源から発光されるレーザ光の少なくとも一部を受
光するモニタ用受光手段であって、受光する光量に応じた電圧を出力するモニタ用受光手
段と、
　モニタ用受光手段から出力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段と、
　レーザ光源から発光されるレーザ光を受光して、その光量を平均値表示で測定する平均
光量測定手段と、
　レーザ光源が連続発光している状態で平均光量測定手段で測定される出射光量をＬ１と
し、レーザ光源がＫ（０＜Ｋ＜１００、以下同）％のデューティでパルス発光している状
態で平均光量測定手段で測定される出射光量をＬ２とするとき、出射光量Ｌ２の（１００
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／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）と出射光量Ｌ１とを比較して、光量（Ｌ２＊１００
／Ｋ）が光量Ｌ１よりも大きいときデューティを下げ、光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）が光量
Ｌ１よりも小さいときデューティを上げることによって、光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）と光
量Ｌ１との差が予め定める値以下になるように発光制御信号設定手段の動作を制御してデ
ューティを調整し、調整されたデューティでパルス発光するレーザ光源から出射される光
量が、モニタ用受光手段による光出力調整基準とする光量Ｌ３になるように電流設定手段
による設定電流を制御し、平均光量測定手段で測定される光量がＬ３であるとき、モニタ
用受光手段の出力電圧が、予め定める値になるように出力電圧調整手段の感度を調整する
光出力制御手段とを含むことを特徴とする光ピックアップの光出力調整装置。
【請求項２】
　光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記録媒体から情報
を再生する光ピックアップの光出力調整装置において、
　光ピックアップに備えられてレーザ光を発光するレーザ光源と、
　光ピックアップに備えられてレーザ光源に駆動電流を供給するレーザ駆動手段と、
　レーザ駆動手段がレーザ光源に供給する駆動電流の元になる設定電流をレーザ駆動手段
に対して与える電流設定手段と、
　レーザ光源によるパルス発光時における発光のデューティを定める発光制御信号をレー
ザ駆動手段に対して与える発光制御信号設定手段と、
　光ピックアップに備えられてレーザ光源から発光されるレーザ光の少なくとも一部を受
光するモニタ用受光手段であって、受光する光量に応じた電圧を出力するモニタ用受光手
段と、
　モニタ用受光手段から出力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段と、
　レーザ光源から発光されるレーザ光を受光して、その光量を平均値表示で測定する平均
光量測定手段と、
　レーザ光源が第１の周期かつＫ％のデューティでパルス発光している状態で平均光量測
定手段で測定される出射光量をＬ４とし、レーザ光源が第１の周期よりも短い第２の周期
かつＫ％のデューティでパルス発光している状態で平均光量測定手段で測定される出射光
量をＬ５とするとき、出射光量Ｌ４と出射光量Ｌ５とを比較して、光量Ｌ４が光量Ｌ５よ
りも大きいとき前記第１および第２の周期の各パルス発光のデューティを上げ、光量Ｌ４
が光量Ｌ５よりも小さいとき前記第１および第２の周期の各パルス発光のデューティを下
げることによって、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値以下になるように発光制御
信号設定手段の動作を制御してデューティを調整し、調整されたデューティでパルス発光
するレーザ光源から出射される光量が、モニタ用受光手段による光出力調整基準とする光
量Ｌ６になるように電流設定手段による設定電流を制御し、平均光量測定手段で測定され
る光量がＬ６であるとき、モニタ用受光手段の出力電圧が、予め定める値になるように出
力電圧調整手段の感度を調整する光出力制御手段とを含むことを特徴とする光ピックアッ
プの光出力調整装置。
【請求項３】
　出力電圧調整手段は、
　モニタ用受光手段に外付けされる半固定抵抗器であることを特徴とする請求項１または
２記載の光ピックアップの光出力調整装置。
【請求項４】
　出力電圧調整手段は、
　モニタ用受光手段に内蔵され、モニタ用受光手段が受光して変換する電圧に応じて出力
値を設定するための情報を格納するメモリであることを特徴とする請求項１または２記載
の光ピックアップの光出力調整装置。
【請求項５】
　光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記録媒体から情報
を再生する光ピックアップの光出力調整方法において、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から連続発光されるレーザ光の光量Ｌ１を平均
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値表示で測定するステップと、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源からＫ％のデューティでパルス発光されるレー
ザ光の光量Ｌ２を平均値表示で測定するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε未満であるか否かを判定するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε以上であるとき、光量Ｌ１と光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００
／Ｋ）とを比較するステップと、
　光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）が光量Ｌ１よりも大きいとき
、光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）と光量Ｌ１との差に応じてデューティを下げ、光量Ｌ２の（
１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）が光量Ｌ１よりも小さいとき、光量（Ｌ２＊
１００／Ｋ）と光量Ｌ１との差に応じてデューティを上げることによって、光量Ｌ１と光
量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定める値ε未満になるように調整するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε未満であるとき、パルス発光するレーザ光源から出射される光量が、レーザ光源
から出射される光量をモニタするために受光するモニタ用受光手段によって光出力調整基
準とされる光量Ｌ３になるようにレーザ光源の駆動電流を設定するステップと、
　パルス発光するレーザ光源から出射される光量の平均値表示での測定値がＬ３であると
き、モニタ用受光手段の出力電圧が予め定める値になるように、モニタ用受光手段から出
力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段の感度を調整するステップとを含むこと
を特徴とする光ピックアップの光出力調整方法。
【請求項６】
　光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記録媒体から情報
を再生する光ピックアップの光出力調整方法において、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から連続発光されるレーザ光の光量Ｌ１を平均
値表示で測定するステップと、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源からＫ％のデューティでパルス発光されるレー
ザ光の光量Ｌ２を平均値表示で測定するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε未満であるか否かを判定するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε以上であるとき、光量Ｌ１と光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００
／Ｋ）とを比較するステップと、
　光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）が光量Ｌ１よりも大きいとき
、予め定める一定量ずつデューティを下げ、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊
１００／Ｋ）が光量Ｌ１よりも小さいとき、予め定める一定量ずつデューティを上げるこ
とによって、光量Ｌ１と光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定める値ε未満になるよ
うに調整するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε未満であるとき、パルス発光するレーザ光源から出射される光量が、レーザ光源
から出射される光量をモニタするために受光するモニタ用受光手段によって光出力調整基
準とされる光量Ｌ３になるようにレーザ光源の駆動電流を設定するステップと、
　パルス発光するレーザ光源から出射される光量の平均値表示での測定値がＬ３であると
き、モニタ用受光手段の出力電圧が予め定める値になるように、モニタ用受光手段から出
力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段の感度を調整するステップとを含むこと
を特徴とする光ピックアップの光出力調整方法。
【請求項７】
　光量Ｌ１と光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定める値ε未満になるように調整す
るステップにおけるデューティの増減は、
　レーザ光源の駆動を制御して発光をオンまたはオフさせるレーザ駆動手段に対する制御
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信号となる入力の論理電圧を調整することによって行われることを特徴とする請求項５ま
たは６記載の光ピックアップの光出力調整方法。
【請求項８】
　光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記録媒体から情報
を再生する光ピックアップの光出力調整方法において、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から第１の周期でかつＫ％のデューティでパル
ス発光されるレーザ光の光量Ｌ４を平均値表示で測定するステップと、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から第１の周期よりも短い第２の周期でかつＫ
％のデューティでパルス発光されるレーザ光の光量Ｌ５を平均値表示で測定するステップ
と、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満であるか否かを判定するステップと、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε以上であるとき、光量Ｌ４と光量Ｌ５とを
比較するステップと、
　光量Ｌ４が光量Ｌ５よりも大きいとき、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差に応じて前記第１お
よび第２の周期の各パルス発光のデューティを上げ、光量Ｌ４が光量Ｌ５よりも小さいと
き、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差に応じて前記第１および第２の周期の各パルス発光のデュ
ーティを下げることによって、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満になるよ
うに調整するステップと、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満であるとき、パルス発光するレーザ光
源から出射される光量が、レーザ光源から出射される光量をモニタするために受光するモ
ニタ用受光手段によって光出力調整基準とされる光量Ｌ６になるようにレーザ光源の駆動
電流を設定するステップと、
　パルス発光するレーザ光源から出射される光量の平均値表示での測定値がＬ６であると
き、モニタ用受光手段の出力電圧が予め定める値になるように、モニタ用受光手段から出
力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段の感度を調整するステップとを含むこと
を特徴とする光ピックアップの光出力調整方法。
【請求項９】
　光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記録媒体から情報
を再生する光ピックアップの光出力調整方法において、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から第１の周期でかつＫ％のデューティでパル
ス発光されるレーザ光の光量Ｌ４を平均値表示で測定するステップと、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から第１の周期よりも短い第２の周期でかつＫ
％のデューティでパルス発光されるレーザ光の光量Ｌ５を平均値表示で測定するステップ
と、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満であるか否かを判定するステップと、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε以上であるとき、光量Ｌ４と光量Ｌ５とを
比較するステップと、
　光量Ｌ４が光量Ｌ５よりも大きいとき、予め定める一定量ずつ前記第１および第２の周
期の各パルス発光のデューティを上げ、光量Ｌ４が光量Ｌ５よりも小さいとき、予め定め
る一定量ずつ前記第１および第２の周期の各パルス発光のデューティを下げることによっ
て、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満になるように調整するステップと、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満であるとき、パルス発光するレーザ光
源から出射される光量が、レーザ光源から出射される光量をモニタするために受光するモ
ニタ用受光手段によって光出力調整基準とされる光量Ｌ６になるようにレーザ光源の駆動
電流を設定するステップと、
　パルス発光するレーザ光源から出射される光量の平均値表示での測定値がＬ６であると
き、モニタ用受光手段の出力電圧が予め定める値になるように、モニタ用受光手段から出
力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段の感度を調整するステップとを含むこと
を特徴とする光ピックアップの光出力調整方法。
【請求項１０】
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　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満になるように調整するステップにおけ
るデューティの増減は、
　レーザ光源の駆動を制御して発光をオンまたはオフさせるレーザ駆動手段に対する制御
信号となる入力の論理電圧を調整することによって行われることを特徴とする請求項８ま
たは９記載の光ピックアップの光出力調整方法。
【請求項１１】
　前記請求項５～１０のいずれか１つに記載の光出力調整方法によって、光ピックアップ
に備わるモニタ用受光手段の出力電圧が予め定める値になるように調整する調整手段と、
当該調整された出力電圧に基づいてレーザ光源の出射光量を制御する制御手段とを備える
ことを特徴とする光ピックアップ。
【請求項１２】
　前記請求項１１記載の光ピックアップを備えることを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ピックアップの光出力調整装置および光出力調整方法ならびに該方法によ
り調整された光ピックアップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンパクトディスク（ＣＤ）またはデジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）などの記
録媒体に光を利用して情報を記録／再生する光情報記録再生装置には、情報の記録／再生
のためのレーザ光を記録媒体に対して照射したり、記録媒体からの反射光を受光したりす
る光ピックアップが備えられる。
【０００３】
　図５は、典型的な光ピックアップ１の構成を簡略化して示す図である。光ピックアップ
１は、レーザ光を発光する光源であるレーザダイオード２と、レーザドライバ３と、第１
コリメータレンズ４と、ビームスプリッタ５と、第２コリメータレンズ６と、対物レンズ
７と、スポットレンズ８と、信号用受光手段９と、第１および第２モニタ用受光手段１０
，１１と、出力電圧調整手段１２とを含んで構成される。
【０００４】
　光ピックアップ１は、記録媒体であるディスク１３に、レーザダイオード２から出射さ
れるレーザ光を照射し、その反射光を信号用受光手段９で受光して、ディスク１３に対す
る情報の記録／再生を行う。
【０００５】
　レーザ光源であるレーザダイオード２は、ＣＤ用の波長が７８０ｎｍの赤外レーザビー
ムと、ＤＶＤ用の波長が６５９ｎｍの赤色レーザビームとの２種類のレーザ光を発光する
ことができる。レーザドライバ３は、集積回路（ＩＣ）を含んでなるレーザダイオード２
の駆動制御回路であり、入力される設定電流Ｉｉｎを一定倍率（以後、レーザドライバの
ゲインと呼ぶ）で増幅して出力し、レーザダイオード２に駆動電流として供給する。
【０００６】
　第１および第２コリメータレンズ４，６は、拡散光を平行光にまたその逆に平行光を拡
散光にするレンズである。ビームスプリッタ５は、入射する光を反射または透過して出射
することによって光を分岐する光分岐素子である。対物レンズ７は、ディスク１３の情報
記録面へ集光するレンズである。スポットレンズ８は、ディスク１３の情報記録面で反射
され、対物レンズ７、第２コリメータレンズ６およびビームスプリッタ５を透過した光を
、集光して信号用受光手段９へ導く。信号用受光手段９は、たとえばフォトダイオード（
ＰＤ）などからなる光電変換素子であり、ディスク１３からの反射光を受光し、情報の再
生信号およびサーボ信号を得る。以後、信号用受光手段９を信号用受光素子９と呼ぶこと
がある。
【０００７】



(6) JP 4523552 B2 2010.8.11

10

20

30

40

50

　第１および第２モニタ用受光手段１０，１１は、たとえばＰＤなどからなる光電変換素
子である。以後、これらの第１および第２モニタ用受光手段１０，１１を、第１および第
２モニタ用受光素子１０，１１と呼ぶことがある。
【０００８】
　第１および第２モニタ用受光素子１０，１１は、レーザダイオード２から出射されるレ
ーザビームの一部を受光し、その受けた光量に応じた電圧をモニタ電圧として出力するこ
とによって、レーザダイオード２から出射される光量をモニタする。図５では、モニタ用
受光素子は２個設けられるけれども、いずれか一方が設けられるだけでもよい。したがっ
て、以後モニタ用受光素子を第１モニタ用受光素子１０で代表することがある。また、モ
ニタ用受光素子の設けられる位置は、レーザダイオード２から出射される光の少なくとも
一部のモニタに必要な量を受光することができる位置であればよく、図５に示される位置
に限定されるものではない。
【０００９】
　出力電圧調整手段１２は、第１および第２モニタ用受光素子１０，１１に外付けされる
たとえば半固定抵抗器であり、第１および第２モニタ用受光素子１０，１１から出力され
る信号の感度調整を行い、出力電圧を調整する。光ピックアップ１では、ＣＤ用の光をモ
ニタして出力電圧の感度調整を行う系統１と、ＤＶＤ用の光をモニタして出力電圧の感度
調整を行う系統２とが、それぞれ備えられる。
【００１０】
　光ピックアップ１では、情報の記録／再生の対象とするディスク１３の種類に応じて、
また情報の記録動作であるか再生動作であるかに応じて、適当とされる所望の光量をディ
スク１３に照射するようにしなければならないが、そのためにはレーザダイオード２から
出射される光量の制御を行う必要がある。
【００１１】
　光量の制御を行うためには、レーザダイオード２から出射される光量を何らかの手段に
よってモニタする必要がある。光源から出射される光量のモニタには、光源からディスク
に向けて出射される光の一部を用いてモニタするフロントモニタ方式と、光源からディス
クへ向うのとは反対側に出射される光を用いてモニタするリアモニタ方式とがあるけれど
も、ここでは、より情報の記録／再生に用いる光に近い光量をモニタすることができるフ
ロントモニタ方式について例示する。上記の第１および第２モニタ用受光素子１０，１１
は、いずれもフロントモニタをすることができるように配置されている。
【００１２】
　図５中に示すレーザドライバ３とレーザダイオード２とを結ぶ第１回路１５は、ＤＶＤ
用のレーザビームを出力するためにレーザダイオード２を駆動させるための電流を供給す
る回路であり、レーザドライバ３とレーザダイオード２とを結ぶ第２回路１６は、ＣＤ用
のレーザビームを出力するためにレーザダイオード２を駆動させるための電流を供給する
回路である。これらのレーザダイオード２を駆動させる電流は、レーザドライバ３に入力
される設定電流Ｉｉｎを制御することによって調整される。したがって、設定電流Ｉｉｎ
を制御してレーザダイオード２の駆動電流を調整することによって、レーザダイオード２
から出射される光量を制御できる。
【００１３】
　レーザダイオード２から出射されるレーザビームが、動作に適した光量になるように調
整する方法として、モニタ用受光素子１０から出力されるモニタ電圧をレーザドライバ３
へフィードバックし、レーザダイオード２から出射される光量が所望の値となるように、
レーザドライバ３に対して入力される設定電流Ｉｉｎを制御することが挙げられる。レー
ザドライバ３は、制御信号電圧ＮＥに応答して、第１および第２回路１５，１６への出力
のｏｎ／ｏｆｆが制御される。
【００１４】
　光ピックアップ１のレーザダイオード２からの出射光量は、レーザドライバ３に対する
設定電流Ｉｉｎを制御することによって行われるが、特に情報の記録／再生特性に直結す



(7) JP 4523552 B2 2010.8.11

10

20

30

40

50

る対物レンズ７の出側での出射光量は、レーザドライバ３のゲイン、レーザダイオード２
の駆動電流に対する発光量の特性、対物レンズ７までの光学系経路の伝達特性等、個々の
光ピックアップ１のばらつきによって変化する。
【００１５】
　したがって、光ピックアップ１では、動作に適当な所望の出射光量として予め規定され
る出射光量に対して、モニタ用受光素子１０から出力される電圧が規定される出力電圧と
なるように出力電圧調整手段１２で感度調整を行う。また、光ピックアップ１では、使用
を想定している対物レンズ７を搭載した場合に、対物レンズ７の出側での所望の出射光量
に対応するモニタ用受光素子１０の出力電圧を参照できるように構成される。すなわち、
光ピックアップ１では、対物レンズ７の出側における所望の出射光量に対応するモニタ用
受光素子１０の出力電圧を予め明らかにしておき、この予め明らかにされている出射光量
と出力電圧との関係を参考にして、対物レンズ７の出側における出射光量が所望の値とな
るように制御する。
【００１６】
　レーザダイオード２からの出射光量の測定は、通常、光パワーメータを使用して行われ
る。一般的に、情報の記録／再生に直結する出射光量を得るために、対物レンズ７の出側
であって対物レンズ７の近くに光パワーメータのセンサ部分を配置し、該センサによって
出射光量が測定される。
【００１７】
　対物レンズ７の出側における出射光量とモニタ用受光素子１０の出力電圧との関係は、
比例関係にあるけれども、完全な直線関係とは言えない。したがって、１つの波長の光を
出射するレーザダイオード２について、所望の出射光量となるように調整する基準の感度
調整点は一点であっても、通常、必要とする数点の出射光量に対応するモニタ用受光素子
１０の出力電圧値を求め、参照可能なように構成される。たとえば、光ピックアップに貼
り付けるバーコードまたは光ピックアップに内蔵される不揮発性メモリなどにデータとし
て保持し、これを参照可能とする。
【００１８】
　なお、ＤＶＤとＣＤとの両方に記録および／または再生を行うことができる構成の光ピ
ックアップでは、動作に最適な出射光量が、ＤＶＤの場合とＣＤの場合とで大きく異なる
ので、出力電圧の感度調整手段をＤＶＤ用とＣＤ用とにそれぞれに設け、ＤＶＤ用の光を
出射するレーザダイオードとＣＤ用の光を出射するレーザダイオードとでそれぞれ最適な
感度になるように調整し、各出射光量の制御精度を上げることが提案されている（特許文
献１参照）。
【００１９】
　特許文献１に開示されるような各レーザダイオードごとにモニタ用受光素子の感度調整
手段を設ける場合であっても、その感度調整は、ディスクから情報を再生するときに使用
する低光量でレーザダイオードを連続発光させる状態で行われている。
【００２０】
　しかしながら、低光量でレーザダイオードを連続発光させる状態でのモニタ用受光素子
の出力電圧の感度調整には、以下のような問題がある。
【００２１】
　低光量でレーザダイオードを連続発光させる状態でのモニタ用受光素子の出力電圧の感
度調整は、たとえば次のようにして行われている。
【００２２】
　ディスクから情報を再生するときに相当する対物レンズの出側での出射光量が約１ｍＷ
であるとき、この１ｍＷに対して、モニタ用受光素子の出力電圧が予め規定する値となる
ように調整している。１ｍＷに対する調整では、モニタ用受光素子からの出力電圧が小さ
いので、その測定誤差を軽減するために、出射光量をたとえば５ｍＷと大きくし、この５
ｍＷに対してモニタ用受光素子の出力電圧が１ｍＷで調整するときの５倍になるように調
整することも行われている。これは、低光量出力の範囲では、ほぼ直線の比例関係が期待
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できることに基づく方法である。
【００２３】
　しかしながら、最近の光情報記録再生装置では、高速の記録動作が要求されるので、光
ピックアップに求められる光出力も増大してきている。この要求に対応して、高光量出力
時において、正確な出射光量をモニタすることが求められている。
【００２４】
　モニタ用受光素子の出力電圧の感度調整は、対物レンズの出側における出射光量とモニ
タ用受光素子の出力電圧との関係を示すものであるから、対物レンズの出側における出射
光量の正確な測定による発光状態の設定と、それに対応するモニタ用受光素子の出力電圧
の正確な測定が必要とされる。高光量出力時における正確な光量をモニタするためには、
出力電圧の感度調整を、より高い光量において行う必要がある。
【００２５】
　その理由として、以下のことが挙げられる。
　（ａ１）対物レンズの出側における出射光量とモニタ用受光素子の出力電圧との関係が
、完全な直線関係にあるとは言えないので、低光量時の出力電圧から、たとえば記録動作
時の高光量時の出力電圧を推定すると精度が悪くなる。
　（ａ２）モニタ用受光素子の出力電圧範囲（ダイナミックレンジ）をできるだけ有効に
利用するためには、高光量でモニタ用受光素子の出力電圧を感度調整することが望ましい
。
【００２６】
　しかしながら、高光量出力の状態でモニタ用受光素子の出力電圧の感度調整を行うため
には、以下の問題がある。
　（ｂ１）高い出射光量を測定する測定器および測定素子が得にくい。
　（ｂ２）レーザダイオードで、高い出射光量を連続で発光させるには限界がある。
【００２７】
　したがって、高光量出力の状態におけるモニタ用受光素子の出力電圧の感度調整は、実
用的にはレーザダイオードをパルス発光させることによって行われている。レーザダイオ
ードのパルス発光は、レーザドライバからレーザダイオードに流す電流をオン（ｏｎ）／
オフ（ｏｆｆ）させるためレーザドライバに入力される制御信号電圧ＮＥを、たとえばＨ
ｉｇｈ／Ｌｏｗの論理電圧入力で切換えることによって実現される。
【００２８】
　また、モニタ用受光素子の出力電圧の感度調整をするに際し、パルス発光の出射光量を
測定する場合などでは、ファンクション・ジェネレータ等の発振器から矩形波をレーザド
ライバに対して入力することによってもパルス発光を実現できる。
【００２９】
　通常、出射光量を測定する光パワーメータは、パルス光に対しても平均値で表示を行う
ように構成される。パルス光の出射光量測定には、簡易的に通常の光パワーメータの平均
値表示を利用して、デューティＫ％のパルス光を発光させ、その表示（平均値）の（１０
０／Ｋ）倍の光量が波高値として発光されていると推定する方法がとられる。
【００３０】
　ここでデューティとは、発光ｏｎの時間と発光ｏｆｆの時間との和に対する発光ｏｎの
時間の比｛＝発光ｏｎの時間／（発光ｏｎの時間＋発光ｏｆｆの時間）｝を、百分率で表
すものである。
【００３１】
　このように、レーザダイオードをデューティＫ％でパルス発光させて出射光量を光パワ
ーメータで測定し、その表示（平均値）の（１００／Ｋ）倍の光量が波高値として発光さ
れていると推定する方法によるパルス光の出射光量測定を精度高く行うには、パルス発光
のデューティをできる限り正確にＫ％に維持することが求められる。
【００３２】
　しかしながら、パルス発光のデューティをＫ％に設定しても、その設定は往々にして変
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動することがあり、その変動要因の大きなものとして、レーザドライバからレーザダイオ
ードに流す電流をｏｎ／ｏｆｆさせるためレーザドライバに入力される制御信号電圧ＮＥ
における閾値電圧Ｖｔｈのばらつきがある。
【００３３】
　図６は、閾値電圧Ｖｔｈのばらつきに対してデューティが変動することを説明する図で
ある。
【００３４】
　レーザダイオードのパルス発光デューティＫ％に関して、Ｋは０＜Ｋ＜１００の範囲で
任意に選択できるが、あまり短いパルスや長いパルスを選択すると光パワーメータにて測
定される表示値に誤差が生じやすくなり推奨されない。３０≦Ｋ≦７０の範囲が望ましく
、Ｋ＝５０すなわち５０％のパルス発光デューティを用いることが最適である。
したがって、以下ではレーザダイオードのパルス発光デューティを５０％（Ｋ＝５０）と
した場合で説明する。なお、この場合発光波形の波高値を推定する倍率は、平均値表示の
光パワーメータを使った表示値の２倍（１００／５０倍）となる。
【００３５】
　図６（ａ）のライン１７で示す波形は、レーザドライバからレーザダイオードに流す電
流をｏｎ／ｏｆｆさせるためレーザドライバに入力される制御信号電圧ＮＥである。ライ
ン１７で示す制御信号電圧ＮＥが、予め定める閾値電圧Ｖｔｈを下回っている時間、レー
ザドライバの出力がｏｎとなり、レーザドライバに入力される設定電流に一定倍率（レー
ザドライバのゲイン）を掛けて得られる駆動電流がレーザダイオードに出力される。レー
ザダイオードは、この駆動電流の供給を受け、その電流対光出力特性に応じて発光する。
【００３６】
　図６（ｂ）に示す矩形波のライン１８は、閾値電圧Ｖｔｈが制御信号電圧ＮＥの入力波
形１７の波高においてほぼ中央Ｖｔｈ０にある場合の発光波形を示す。図６（ｃ）に示す
矩形波のライン１９は、閾値電圧Ｖｔｈが制御信号電圧ＮＥの入力波形１７の波高におい
て上記のＶｔｈ０よりも高い電圧Ｖｔｈ１にある場合の発光波形を示す。図６（ｄ）に示
す矩形波のライン２０は、閾値電圧Ｖｔｈが制御信号電圧ＮＥの入力波形１７の波高にお
いて上記のＶｔｈ０よりも低い電圧Ｖｔｈ２にある場合の発光波形を示す。
【００３７】
　図６（ｂ）～図６（ｄ）に矩形波で示す発光波形を比較すると、閾値電圧Ｖｔｈが入力
波形１７の波高のどの位置に設定されるかによって、入力波形１７の電圧が閾値電圧Ｖｔ
ｈを下回る時間として与えられる発光時間に差が生じ、発光波形のデューティが変動する
ことが判る。図６に示す事例では、閾値電圧Ｖｔｈのばらつきに伴いデューティが５０％
±５％変動している。発光波形の波高値を、平均値表示の光パワーメータを使って表示値
を２倍して推定するので、デューティを５０％に正確に設定することが極めて重要である
。
【００３８】
　また、レーザダイオードから出射されるレーザ光がパルス光であるとき、パルス光を受
光するモニタ用受光素子が出力する電圧もパルス状の波形となる。出力電圧がパルス状の
波形を呈する場合、パルス波形における発光時間の出力電圧のみが必要な情報である。パ
ルス光に対するモニタ用受光素子の出力電圧の測定法として、デューティを５０％として
いるので、パルス状波形を呈する出力電圧の平均値として得られる値を単純に２倍した値
を、連続発光時の出力電圧の波高値と推定する方法をとる場合には、デューティを５０％
に正確に設定することが極めて重要であるにも関わらず、前述のように、デューティは、
閾値電圧Ｖｔｈのばらつきによって、変動するという問題がある。
【００３９】
【特許文献１】特開２００３－６９０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００４０】
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　本発明の目的は、パルス発光のデューティ設定精度を向上し、レーザ光源の出射光量を
制御するための元情報となるモニタ用受光手段の出力電圧の波高値を、予め定める値に高
精度で調整することができる光ピックアップの光出力調整装置および光出力調整方法なら
びに該方法で調整された光ピックアップを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００４１】
　本発明は、光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記録媒
体から情報を再生する光ピックアップの光出力調整装置において、
　光ピックアップに備えられてレーザ光を発光するレーザ光源と、
　光ピックアップに備えられてレーザ光源に駆動電流を供給するレーザ駆動手段と、
　レーザ駆動手段がレーザ光源に供給する駆動電流の元になる設定電流をレーザ駆動手段
に対して与える電流設定手段と、
　レーザ光源による発光形態が、連続発光またはパルス発光のいずれであるかを定めると
ともに、パルス発光時における発光のデューティを定める発光制御信号をレーザ駆動手段
に対して与える発光制御信号設定手段と、
　光ピックアップに備えられてレーザ光源から発光されるレーザ光の少なくとも一部を受
光するモニタ用受光手段であって、受光する光量に応じた電圧を出力するモニタ用受光手
段と、
　モニタ用受光手段から出力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段と、
　レーザ光源から発光されるレーザ光を受光して、その光量を平均値表示で測定する平均
光量測定手段と、
　レーザ光源が連続発光している状態で平均光量測定手段で測定される出射光量をＬ１と
し、レーザ光源がＫ（０＜Ｋ＜１００、以下同）％のデューティでパルス発光している状
態で平均光量測定手段で測定される出射光量をＬ２とするとき、出射光量Ｌ２の（１００
／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）と出射光量Ｌ１とを比較して、光量（Ｌ２＊１００
／Ｋ）が光量Ｌ１よりも大きいときデューティを下げ、光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）が光量
Ｌ１よりも小さいときデューティを上げることによって、光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）と光
量Ｌ１との差が予め定める値以下になるように発光制御信号設定手段の動作を制御してデ
ューティを調整し、調整されたデューティでパルス発光するレーザ光源から出射される光
量が、モニタ用受光手段による光出力調整基準とする光量Ｌ３になるように電流設定手段
による設定電流を制御し、平均光量測定手段で測定される光量がＬ３であるとき、モニタ
用受光手段の出力電圧が、予め定める値になるように出力電圧調整手段の感度を調整する
光出力制御手段とを含むことを特徴とする光ピックアップの光出力調整装置である。
【００４２】
　また本発明は、光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記
録媒体から情報を再生する光ピックアップの光出力調整装置において、
　光ピックアップに備えられてレーザ光を発光するレーザ光源と、
　光ピックアップに備えられてレーザ光源に駆動電流を供給するレーザ駆動手段と、
　レーザ駆動手段がレーザ光源に供給する駆動電流の元になる設定電流をレーザ駆動手段
に対して与える電流設定手段と、
　レーザ光源によるパルス発光時における発光のデューティを定める発光制御信号をレー
ザ駆動手段に対して与える発光制御信号設定手段と、
　光ピックアップに備えられてレーザ光源から発光されるレーザ光の少なくとも一部を受
光するモニタ用受光手段であって、受光する光量に応じた電圧を出力するモニタ用受光手
段と、
　モニタ用受光手段から出力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段と、
　レーザ光源から発光されるレーザ光を受光して、その光量を平均値表示で測定する平均
光量測定手段と、
　レーザ光源が第１の周期かつＫ％のデューティでパルス発光している状態で平均光量測
定手段で測定される出射光量をＬ４とし、レーザ光源が第１の周期よりも短い第２の周期
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かつＫ％のデューティでパルス発光している状態で平均光量測定手段で測定される出射光
量をＬ５とするとき、出射光量Ｌ４と出射光量Ｌ５とを比較して、光量Ｌ４が光量Ｌ５よ
りも大きいとき前記第１および第２の周期の各パルス発光のデューティを上げ、光量Ｌ４
が光量Ｌ５よりも小さいとき前記第１および第２の周期の各パルス発光のデューティを下
げることによって、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値以下になるように発光制御
信号設定手段の動作を制御してデューティを調整し、調整されたデューティでパルス発光
するレーザ光源から出射される光量が、モニタ用受光手段による光出力調整基準とする光
量Ｌ６になるように電流設定手段による設定電流を制御し、平均光量測定手段で測定され
る光量がＬ６であるとき、モニタ用受光手段の出力電圧が、予め定める値になるように出
力電圧調整手段の感度を調整する光出力制御手段とを含むことを特徴とする光ピックアッ
プの光出力調整装置である。
【００４３】
　また本発明は、出力電圧調整手段は、モニタ用受光手段に外付けされる半固定抵抗器で
あることを特徴とする。
【００４４】
　また本発明は、出力電圧調整手段は、モニタ用受光手段に内蔵され、モニタ用受光手段
が受光して変換する電圧に応じて出力値を設定するための情報を格納するメモリであるこ
とを特徴とする。
【００４５】
　また本発明は、光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記
録媒体から情報を再生する光ピックアップの光出力調整方法において、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から連続発光されるレーザ光の光量Ｌ１を平均
値表示で測定するステップと、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源からＫ％のデューティでパルス発光されるレー
ザ光の光量Ｌ２を平均値表示で測定するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε未満であるか否かを判定するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε以上であるとき、光量Ｌ１と光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００
／Ｋ）とを比較するステップと、
　光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）が光量Ｌ１よりも大きいとき
、光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）と光量Ｌ１との差に応じてデューティを下げ、光量Ｌ２の（
１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）が光量Ｌ１よりも小さいとき、光量（Ｌ２＊
１００／Ｋ）と光量Ｌ１との差に応じてデューティを上げることによって、光量Ｌ１と光
量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定める値ε未満になるように調整するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε未満であるとき、パルス発光するレーザ光源から出射される光量が、レーザ光源
から出射される光量をモニタするために受光するモニタ用受光手段によって光出力調整基
準とされる光量Ｌ３になるようにレーザ光源の駆動電流を設定するステップと、
　パルス発光するレーザ光源から出射される光量の平均値表示での測定値がＬ３であると
き、モニタ用受光手段の出力電圧が予め定める値になるように、モニタ用受光手段から出
力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段の感度を調整するステップとを含むこと
を特徴とする光ピックアップの光出力調整方法である。
【００４６】
　また本発明は、光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記
録媒体から情報を再生する光ピックアップの光出力調整方法において、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から連続発光されるレーザ光の光量Ｌ１を平均
値表示で測定するステップと、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源からＫ％のデューティでパルス発光されるレー
ザ光の光量Ｌ２を平均値表示で測定するステップと、
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　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε未満であるか否かを判定するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε以上であるとき、光量Ｌ１と光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００
／Ｋ）とを比較するステップと、
　光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）が光量Ｌ１よりも大きいとき
、予め定める一定量ずつデューティを下げ、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊
１００／Ｋ）が光量Ｌ１よりも小さいとき、予め定める一定量ずつデューティを上げるこ
とによって、光量Ｌ１と光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定める値ε未満になるよ
うに調整するステップと、
　光量Ｌ１と、光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍の光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定
める値ε未満であるとき、パルス発光するレーザ光源から出射される光量が、レーザ光源
から出射される光量をモニタするために受光するモニタ用受光手段によって光出力調整基
準とされる光量Ｌ３になるようにレーザ光源の駆動電流を設定するステップと、
　パルス発光するレーザ光源から出射される光量の平均値表示での測定値がＬ３であると
き、モニタ用受光手段の出力電圧が予め定める値になるように、モニタ用受光手段から出
力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段の感度を調整するステップとを含むこと
を特徴とする光ピックアップの光出力調整方法である。
【００４７】
　また本発明は、光量Ｌ１と光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差が予め定める値ε未満にな
るように調整するステップにおけるデューティの増減は、
　レーザ光源の駆動を制御して発光をオンまたはオフさせるレーザ駆動手段に対する制御
信号となる入力の論理電圧を調整することによって行われることを特徴とする。
【００４８】
　また本発明は、光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記
録媒体から情報を再生する光ピックアップの光出力調整方法において、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から第１の周期でかつＫ％のデューティでパル
ス発光されるレーザ光の光量Ｌ４を平均値表示で測定するステップと、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から第１の周期よりも短い第２の周期でかつＫ
％のデューティでパルス発光されるレーザ光の光量Ｌ５を平均値表示で測定するステップ
と、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満であるか否かを判定するステップと、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε以上であるとき、光量Ｌ４と光量Ｌ５とを
比較するステップと、
　光量Ｌ４が光量Ｌ５よりも大きいとき、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差に応じて前記第１お
よび第２の周期の各パルス発光のデューティを上げ、光量Ｌ４が光量Ｌ５よりも小さいと
き、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差に応じて前記第１および第２の周期の各パルス発光のデュ
ーティを下げることによって、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満になるよ
うに調整するステップと、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満であるとき、パルス発光するレーザ光
源から出射される光量が、レーザ光源から出射される光量をモニタするために受光するモ
ニタ用受光手段によって光出力調整基準とされる光量Ｌ６になるようにレーザ光源の駆動
電流を設定するステップと、
　パルス発光するレーザ光源から出射される光量の平均値表示での測定値がＬ６であると
き、モニタ用受光手段の出力電圧が予め定める値になるように、モニタ用受光手段から出
力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段の感度を調整するステップとを含むこと
を特徴とする光ピックアップの光出力調整方法である。
【００４９】
　また本発明は、光源から発光される光を用いて記録媒体に情報を記録および／または記
録媒体から情報を再生する光ピックアップの光出力調整方法において、
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　光ピックアップに備えられるレーザ光源から第１の周期でかつＫ％のデューティでパル
ス発光されるレーザ光の光量Ｌ４を平均値表示で測定するステップと、
　光ピックアップに備えられるレーザ光源から第１の周期よりも短い第２の周期でかつＫ
％のデューティでパルス発光されるレーザ光の光量Ｌ５を平均値表示で測定するステップ
と、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満であるか否かを判定するステップと、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε以上であるとき、光量Ｌ４と光量Ｌ５とを
比較するステップと、
　光量Ｌ４が光量Ｌ５よりも大きいとき、予め定める一定量ずつ前記第１および第２の周
期の各パルス発光のデューティを上げ、光量Ｌ４が光量Ｌ５よりも小さいとき、予め定め
る一定量ずつ前記第１および第２の周期の各パルス発光のデューティを下げることによっ
て、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満になるように調整するステップと、
　光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満であるとき、パルス発光するレーザ光
源から出射される光量が、レーザ光源から出射される光量をモニタするために受光するモ
ニタ用受光手段によって光出力調整基準とされる光量Ｌ６になるようにレーザ光源の駆動
電流を設定するステップと、
　パルス発光するレーザ光源から出射される光量の平均値表示での測定値がＬ６であると
き、モニタ用受光手段の出力電圧が予め定める値になるように、モニタ用受光手段から出
力される電圧の感度を調整する出力電圧調整手段の感度を調整するステップとを含むこと
を特徴とする光ピックアップの光出力調整方法である。
【００５０】
　また本発明は、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満になるように調整する
ステップにおけるデューティの増減は、
　レーザ光源の駆動を制御して発光をオンまたはオフさせるレーザ駆動手段に対する制御
信号となる入力の論理電圧を調整することによって行われることを特徴とする。
【００５１】
　また本発明は、前記いずれかの光出力調整方法によって、光ピックアップに備わるモニ
タ用受光手段の出力電圧が予め定める値になるように調整する調整手段と、当該調整され
た出力電圧に基づいてレーザ光源の出射光量を制御する制御手段とを備えることを特徴と
する光ピックアップである。
　また本発明は、前記の光ピックアップを備えることを特徴とする電子機器である。
【発明の効果】
【００５２】
　本発明によれば、レーザ光源を、連続発光させているときの平均光量測定手段による出
射光量Ｌ１と、デューティＫ％でパルス発光させているときの平均光量測定手段による出
射光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍値（Ｌ２＊１００／Ｋ）とを比較し、この両者の差が予め
定める値ε未満となるように、レーザ光源をパルス発光させる制御入力のデューティを調
整し、調整後のデューティでパルス発光されるレーザ光源の出射光量を光出力調整基準と
する光量Ｌ３とし、このときモニタ用受光手段から出力される電圧が予め定める値になる
ように出力電圧調整手段の感度が調整される。このように、パルス発光のデューティ設定
の精度を向上することができるので、平均光量測定手段である平均値表示の光パワーメー
タを使って、レーザ光源の出射光量を制御するための元情報となるモニタ用受光手段の出
力電圧の波高値を、予め定める値に簡便かつ高精度で調整することが可能な光ピックアッ
プの光出力調整装置が実現される。
【００５３】
　また本発明によれば、レーザ光源を、第１の周期かつＫ％のデューティでパルス発光さ
せているときの平均光量測定手段による出射光量Ｌ４と、第１の周期よりも短い周期であ
る第２の周期かつＫ％のデューティでパルス発光させているときの平均光量測定手段によ
る出射光量Ｌ５とを比較し、この両者の差が予め定める値ε未満となるように、レーザ光
源をパルス発光させる制御入力のデューティを調整し、調整後のデューティでパルス発光
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されるレーザ光源の出射光量を光出力調整基準とする光量Ｌ６とし、このときモニタ用受
光手段から出力される電圧が予め定める値になるように出力電圧調整手段の感度が調整さ
れる。このように、パルス発光のデューティ設定の精度を向上することができるので、平
均光量測定手段である平均値表示の光パワーメータを使って、レーザ光源の出射光量を制
御するための元情報となるモニタ用受光手段の出力電圧の波高値を、予め定める値に簡便
かつ高精度で調整することが可能な光ピックアップの光出力調整装置が実現される。
【００５４】
　また本発明によれば、出力電圧調整手段がモニタ用受光手段に外付けされる半固定抵抗
器で構成されるので、簡単な操作でモニタ用受光手段の出力電圧を所望の値に調整するこ
とができる。
【００５５】
　また本発明によれば、出力電圧調整手段が、モニタ用受光手段に内蔵され、モニタ用受
光手段が受光して変換する電圧に応じて出力値を設定するための情報を格納するメモリで
構成される。したがって、メモリに対して格納する情報を、光源の種類等に応じて入力な
いし書換えることによって、モニタ用受光手段の出力値を、容易に所望の値に設定するこ
とができる。
【００５６】
　また本発明によれば、レーザ光源を、連続発光させているときの平均光量測定手段によ
る出射光量Ｌ１と、デューティＫ％でパルス発光させているときの平均光量測定手段によ
る出射光量Ｌ２の（１００／Ｋ）倍値（Ｌ２＊１００／Ｋ）とを比較し、この両者の差が
予め定める値ε未満となるように、レーザ光源をパルス発光させる制御入力のデューティ
を、上記両者の差に応じてまたは予め定める一定量ずつ調整し、調整後のデューティでパ
ルス発光されるレーザ光源の出射光量を光出力調整基準とする光量Ｌ３とし、このときモ
ニタ用受光手段から出力される電圧が予め定める値になるように出力電圧調整手段の感度
が調整される。このように、パルス発光のデューティ設定の精度を向上することができる
ので、平均光量測定手段である平均値表示の光パワーメータを使って、レーザ光源の出射
光量を制御するための元情報となるモニタ用受光手段の出力電圧の波高値を、予め定める
値に簡便かつ高精度で調整することが可能な光ピックアップの光出力調整方法が提供され
る。
【００５７】
　また本発明によれば、レーザ光源を、第１の周期かつＫ％のデューティでパルス発光さ
せているときの平均光量測定手段による出射光量Ｌ４と、第１の周期よりも短い周期であ
る第２の周期かつＫ％のデューティでパルス発光させているときの平均光量測定手段によ
る出射光量Ｌ５とを比較し、この両者の差が予め定める値ε未満となるように、レーザ光
源をパルス発光させる制御入力のデューティを、上記両者の差に応じてまたは予め定める
一定量ずつ調整し、調整後のデューティでパルス発光されるレーザ光源の出射光量を光出
力調整基準とする光量Ｌ６とし、このときモニタ用受光手段から出力される電圧が予め定
める値になるように出力電圧調整手段の感度が調整される。このように、パルス発光のデ
ューティ設定の精度を向上することができるので、平均光量測定手段である平均値表示の
光パワーメータを使って、レーザ光源の出射光量を制御するための元情報となるモニタ用
受光手段の出力電圧の波高値を、予め定める値に簡便かつ高精度で調整することが可能な
光ピックアップの光出力調整方法が提供される。
【００５８】
　また本発明によれば、光量Ｌ１と光量（Ｌ２＊１００／Ｋ）との差、または光量Ｌ４と
光量Ｌ５との差が予め定める値ε未満になるように調整するステップにおける発光デュー
ティの増減は、レーザ光源の駆動を制御して発光をオン（ｏｎ）またはオフ（ｏｆｆ）さ
せるレーザ駆動手段に対する制御信号となる入力の論理電圧を調整することによって行わ
れる。このことによって、レーザ光源をｏｎ／ｏｆｆさせるためレーザドライバに入力さ
れる制御信号電圧ＮＥが閾値電圧Ｖｔｈを通過するタイミングを変えることができるので
、パルス発光のデューティを高精度で微細に変化させることができる。
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【００５９】
　また本発明によれば、上記本発明の光出力調整方法でモニタ用受光手段の出力電圧が予
め定める値に調整され、当該調整された出力電圧に基づいてレーザ光源の出射光量が制御
されるので、レーザ光源の光出力値を安定的に制御することができる光ピックアップが提
供される。
【００６０】
　また本発明によれば、上記本発明の光出力調整方法でモニタ用受光手段の出力電圧が所
望の値に精度よく調整された光ピックアップを備えるので、レーザ光源の光出力値を安定
的に制御することができ、情報の記録／再生動作の安定性に優れる電子機器が実現される
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６１】
　レーザダイオードのパルス発光デューティＫ％に関して、Ｋは０＜Ｋ＜１００の範囲で
任意に選択できるが、あまり短いパルスや長いパルスを選択すると光パワーメータにて測
定される表示値に誤差が生じやすくなり推奨されない。３０≦Ｋ≦７０の範囲が望ましく
、Ｋ＝５０すなわち５０％のパルス発光デューティを用いることが最適であるため、以下
ではレーザダイオードのパルス発光デューティを５０％（Ｋ＝５０）とした場合で説明す
る。なお、この場合発光波形の波高値を推定する倍率は、平均値表示の光パワーメータを
使った表示値の２倍（１００／５０倍）となる。
【００６２】
　図１は、本発明の実施の一形態である光ピックアップの光出力調整装置３０の構成を示
す系統図である。光ピックアップの光出力調整装置３０（以後、光出力調整装置と略称す
る）は、光ピックアップ４１に備えられるレーザ光源２、レーザ駆動手段３、モニタ用受
光手段１０，１１、出力電圧調整手段１２と、電流設定手段３１と、発光制御信号設定手
段３２と、波高測定器３３と、平均光量測定手段３４と、光出力制御手段３５とを含んで
構成される。この光出力調整装置３０は、レーザ光源２から発光される光を用いて記録媒
体であるディスク１３に情報を記録および／またはディスク１３から情報を再生する光ピ
ックアップ４１の光出力を調整することに用いられる。
【００６３】
　光出力調整装置３０の一部を成す光ピックアップ４１は、その構成を前述の図５に示す
光ピックアップ１と同じくするので、対応する部分については同一の参照符号を付して説
明を簡略化または説明を省略する。
【００６４】
　光ピックアップ４１に備えられてレーザ光を発光するレーザ光源２は、たとえばレーザ
ダイオードである。前述の光ピックアップ１と同様にレーザ光源２は、ＣＤ用の波長が７
８０ｎｍの赤外レーザビームと、ＤＶＤ用の波長が６５９ｎｍの赤色レーザビームとの２
種類のレーザ光を発光することができる。光ピックアップ４１に備えられてレーザ光源２
に駆動電流を供給するレーザ駆動手段３は、ＩＣを含んでなるレーザドライバであり、入
力される設定電流Ｉｉｎをレーザドライバ３のゲインで増幅して出力し、レーザダイオー
ド２に駆動電流として供給する。
【００６５】
　光ピックアップ４１に備えられてレーザ光源２から発光されるレーザ光の少なくとも一
部を受光し、受光する光量に応じた電圧を出力するモニタ用受光手段であるモニタ用受光
素子１０，１１も、前述の光ピックアップ１と同様であり、受光手段の設置位置例として
２種類記載したが２つを備える必要が無いので、以後モニタ用受光素子１０で代表する。
またレーザ光源２が２種類の波長の光を出射できるように構成されるので、モニタ用受光
素子１０から出力される電圧の信号の感度を調整する出力電圧調整手段１２である半固定
抵抗器も、それぞれの波長の光に対応して２つの系統が設けられることも、先の光ピック
アップ１と同様である。
【００６６】
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　光ピックアップ４１のその他の構成および作用については、前述の光ピックアップ１と
同一であるので、説明を省略する。
【００６７】
　電流設定回路３１は、電源から供給される電流を所定の電流値に設定する電流設定回路
であり、レーザドライバ３がレーザ光源２に供給する駆動電流の元になる設定電流Ｉｉｎ
をレーザドライバ３に対して与える。
【００６８】
　発光制御信号設定手段３２は、本実施形態ではファンクション・ジェネレータ（以後、
ＦＧと略称する）である。ＦＧ３２は、レーザドライバ３による発光形態が、連続発光ま
たはパルス発光のいずれであるかを定めるとともに、パルス発光時における発光のデュー
ティを定める発光制御信号を矩形波としてレーザドライバ３に対して与える。
【００６９】
　平均光量測定手段３４は、本実施形態では光パワーメータであり、レーザ光源２から発
光されるレーザ光を、対物レンズ７の出側で受光して、その光量を平均値表示で測定する
ことができる。光パワーメータ３４の測定結果は、光出力制御手段３５に与えられる。
【００７０】
　波高測定器３３は、波高値を測定する装置であり、モニタ用受光素子１０から出力され
、出力電圧調整手段１２で感度調整された後の信号から、モニタ用受光素子１０の出力電
圧を波高値として測定する。この波高値の測定方法としては、特に限定されるものではな
く、以下のいずれかの方法をとることができる。
（ａ）平均値検波回路による測定
（ｂ）サンプルホールド回路による測定
（ｃ）オシロスコープの波形データを処理することによる測定
　（ａ）の平均値検波回路による測定法は、最も簡便な方法であり、おおよそデューティ
５０％で出力されるモニタ用受光素子１０の出力電圧を積分回路によって平均値化し、そ
の平均値の２倍を、発光時におけるモニタ用受光素子１０の出力電圧の波高値と推定する
ものである。
【００７１】
　（ｂ）のサンプルホールド回路による測定法は、レーザドライバ３からの出力信号をｏ
ｎ／ｏｆｆするためレーザドライバに入力される制御信号電圧ＮＥを利用することによっ
て、発光開始時刻からある時間経過した時点において、モニタ用受光素子１０の出力電圧
をホールドして、発光時におけるモニタ用受光素子の出力電圧の波高値と推定するもので
ある。
【００７２】
　（ｃ）オシロスコープの波形データを処理することによる測定法は、近年のオシロスコ
ープにおいて、測定波形の画面上のデータを数値化して出力できる機能を利用するもので
ある。レーザドライバ３からの出力信号をｏｎ／ｏｆｆするためレーザドライバ３に入力
される制御信号電圧ＮＥを利用することによって、発光開始時刻からある時間経過した時
点以降のモニタ用受光素子の出力電圧のデータを取出して、データ処理にて発光時におけ
るモニタ用受光手段の出力電圧の波高値と推定するものである。
【００７３】
　光出力制御手段３５は、中央処理装置（ＣＰＵ）を備える処理回路であり、たとえばマ
イクロコンピュータなどによって実現される。また光出力制御手段３５には、記憶手段で
あるメモリが併設され、メモリには光出力調整装置３０としての全体動作を制御するため
のプログラムおよび制御条件等が格納される。光出力制御手段３５は、光パワーメータ３
４からの測定出力に応じて、電流設定回路３１、ＦＧ３２および出力電圧調整手段１２の
動作を制御する。この光出力制御手段３５による制御の詳細については、後述する。
【００７４】
　光出力調整装置３０を用いる１つの光ピックアップの光出力調整方法の特徴は、レーザ
光源２であるレーザダイオード２の発光モードを、連続発光とデューティ５０％発光とに
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切換えることによって、デューティ５０％の設定精度を向上することである。この光出力
調整方法では、レーザドライバ３の入力の設定電流が一定のままで、連続発光とデューテ
ィ５０％のパルス発光とを切換えて、光パワーメータ３４の平均値表示が、連続発光時の
出射光量に対して５０％丁度になるようにする。
【００７５】
　連続発光からデューティ５０％のパルス発光に切換えて、光パワーメータ３４の平均値
表示が連続発光時の出射光量に対して５０％丁度にならない場合、レーザドライバ３の出
力信号をｏｎ／ｏｆｆするためレーザドライバ３に入力される制御信号電圧ＮＥとなる矩
形波のデューティを初期設定のおおよそ５０％から微調整で変化させて、光パワーメータ
３４の平均値表示が連続発光時の出射光量に対して５０％丁度になるようにする。
【００７６】
　この光出力調整方法をとることによって、レーザドライバ３の出力信号をｏｎ／ｏｆｆ
するためレーザドライバ３に入力される制御信号電圧ＮＥの閾値電圧Ｖｔｈのばらつきに
対する補正が実現できる。このようにして、デューティ５０％丁度の設定によるパルス発
光に調整したら、レーザドライバ３へ入力する設定電流Ｉｉｎを増加させて、レーザダイ
オード２からの出射光量を所望の発光量にし、モニタ用受光素子１０の出力電圧を予め定
める電圧になるように調整する。
【００７７】
　図２は、本発明の実施態様である１つの光出力調整方法を説明するフローチャートであ
る。以下、図２を参照して１つの光出力調整方法について詳細に説明する。なお、図２の
フローチャートに示す各ステップの動作は、特に断りのない限り光出力制御手段３５によ
る制御動作である。
【００７８】
　スタートでは、光出力調整装置３０および光出力調整装置３０の一部をなす光ピックア
ップ４１の電源がｏｎにされて、動作可能な状態である。ステップａ１では、レーザドラ
イバ３に入力する設定電流Ｉｉｎを電流設定回路３１の動作を制御して設定する。ステッ
プａ２では、レーザドライバ３からの出力信号をｏｎ／ｏｆｆするためレーザドライバ３
に入力される制御信号電圧ＮＥを、ＦＧ３２の動作を制御してＬｏｗに設定し、レーザダ
イオード２を連続発光させる。ステップａ３では、対物レンズ７の出側で、光パワーメー
タ３４が、出射光量Ｌ１を測定し、測定結果を光出力制御手段３５に与える。このときの
発光量の設定は、モニタ用受光素子１０の予め定められる感度調整点である光量波高値の
１／２に、なるべく近い値に選ぶ。
【００７９】
　次に、ステップａ４では、レーザドライバ３からの出力信号をｏｎ／ｏｆｆするためレ
ーザドライバ３に入力される制御信号電圧ＮＥを、ＦＧ３２の動作を制御して、Ｈｉｇｈ
／Ｌｏｗの時間比率がおおよそ５０％の波形に設定し、デューティおおよそ５０％でパル
ス発光させる。ここで、デューティおおよそ５０％とは、デューティ５０％を目標値とし
て設定するが、前述のように閾値電圧Ｖｔｈにばらつきが存在するので、発光波形のデュ
ーティが正確に５０％になるとは限らず、５０％から若干ずれた状態を含む設定になるこ
とを意味する。
【００８０】
　ステップａ５では、対物レンズ７の出側で、光パワーメータ３４が、出射光量Ｌ２を測
定し、測定結果を光出力制御手段３５に与える。ステップａ６では、光量Ｌ１と、光量Ｌ
２の２倍の光量（２・Ｌ２）との差が、予め定める値ε（以後、許容限界値εと呼ぶ）未
満であるか否かを判定する。光量差が、許容限界値ε未満であるときステップａ１０へス
キップし、許容限界値ε以上であるときステップａ７へ進む。
【００８１】
　ステップａ７では、光量（２・Ｌ２）と光量Ｌ１とが比較される。光量（２・Ｌ２）が
、光量Ｌ１よりも小さいときステップａ８へ進み、光量Ｌ１を超えるときステップａ９へ
進む。なお、光量（２・Ｌ２）と光量Ｌ１とが等しい場合は、ステップａ６で光量（２・
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Ｌ２）と光量Ｌ１との差が許容限界値ε未満の場合に該当し、ステップａ１０へ進む。し
たがって、このステップａ８またはステップａ９においては、光量（２・Ｌ２）が光量Ｌ
１よりも小さいか、または光量（２・Ｌ２）が光量Ｌ１よりも大きいかのいずれかに限定
される。
【００８２】
　ステップａ８では、ＦＧ３２の動作を制御して、予め定める一定量、または光量（２・
Ｌ２）と光量Ｌ１との差に応じて、デューティを上げる。ここで、デューティを上げると
は、パルス発光の発光している時間の、パルス発光していない時間とパルス発光している
時間との和に対する比率が上昇するように、レーザドライバ３からの出力信号をｏｎ／ｏ
ｆｆするためレーザドライバに入力される制御信号電圧ＮＥのＬｏｗ時間の比率を上げる
ことである。逆に、光量（２・Ｌ２）が光量Ｌ１を超えるときのステップａ９では、ＦＧ
３２の動作を制御して、予め定める一定量、または光量（２・Ｌ２）と光量Ｌ１ との差
に応じ、デューティを上げる。前記予め定める一定量としては、汎用のＦＧ３２では、デ
ューティを１％刻みで設定できるものが多いため、１％または１％以下の刻みで制御でき
ればよい。また、前記差に応じてデューティを上げるには、「５０－（Ｌ２／Ｌ１）＊１
００」（％）は、発光量の５０％からの乖離を示すので、これに応じてデューティを変化
させる方法が考えられる。たとえば５０－（Ｌ２／Ｌ１）＊１００＝－５％であれば、現
状よりデューティを－５％にすればよい。
【００８３】
　ステップａ８またはステップａ９を実行した後、ステップａ５へ戻り、対物レンズ７の
出側で、光パワーメータ３４が、出射光量を測定し、測定結果を光出力制御手段３５に与
える。光出力制御手段３５では、この測定出射光量を新たな光量Ｌ２に置き換える。光量
（２・Ｌ２）と光量Ｌ１との差が許容限界値εより小さくなるまで、ステップａ５～ステ
ップａ８またはステップａ９を繰返す。
【００８４】
　光量差が許容限界値ε未満であるとき、デューティ５０％の設定精度が高く、光パワー
メータ３４による平均値表示の測定値から、パルス発光の出力電圧の波高値が推定できる
ことになるので、ステップａ１０へ進むことができる。ステップａ１０では、光量（２・
Ｌ２）と光量Ｌ１との差が許容限界値ε未満になった状態のデューティ設定値を維持しな
がら、レーザドライバ３に入力する設定電流Ｉｉｎを、電流設定回路３１の動作を制御し
て、モニタ用受光素子１０の予め定められる感度調整点である光量に対応する値に設定す
る。
【００８５】
　ステップａ１１では、対物レンズ７の出側で、光パワーメータ３４が、出射光量Ｌ３を
測定し、測定結果を光出力制御手段３５に与える。ステップａ１２では、出力電圧調整手
段１２の感度を調整して、モニタ用受光素子１０からの出力電圧が予め定める値（規定電
圧）になるように調整する。
【００８６】
　ステップａ１３では、出射光量Ｌ３以外の光量でのモニタ用受光素子１０の出力電圧を
測定する必要があるか否かを判定する。モニタ用受光素子１０の出力電圧としては、必要
とする出射光量に対する出力電圧値が一点の場合もあるが、各出射光量に対する出力電圧
値を数点必要とする場合もある。このステップａ１３の判定は、たとえば光ピックアップ
の機種、光ピックアップの搭載が予定される電子機器の種類などによって判定条件を定め
ることができるので、定めた判定条件を光出力制御手段３５のメモリに調整設定条件とし
て予め格納しておくことによって、実行することができる。
【００８７】
　ステップａ１３で、出射光量Ｌ３以外の光量での出力電圧の測定が必要ないときエンド
へ進み、出射光量Ｌ３以外の光量での出力電圧の測定が必要あるときステップａ１４へ進
む。ステップａ１４では、レーザドライバ３に入力する設定電流Ｉｉｎを、電流設定回路
３１の動作を制御して、測定光量に対応する値に設定する。
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【００８８】
　ステップａ１５では、対物レンズ７の出側で、光パワーメータ３４が、出射光量Ｌｎを
測定し、測定結果を光出力制御手段３５に与える。ステップａ１６では、モニタ用受光素
子１０の出力電圧を波高測定器３３で測定する。このときの測定電圧を電圧Ｖｎとする。
【００８９】
　ステップａ１６の後ステップａ１３へ戻り、さらに他の光量でのモニタ用受光素子１０
の出力電圧を測定する必要があるか否かを判定する。測定する必要があるとき、ステップ
ａ１４～ステップａ１６を繰返し、測定する必要が無いとき、エンドへ進み、光出力調整
動作を終了する。
【００９０】
　個々の光ピックアップにおいて、感度調整点の光量を平均値表示の光パワーメータ３４
で測定する場合、レーザドライバ３の閾値電圧Ｖｔｈのばらつきは、誤差要因となるが、
本発明の光出力調整方法で、閾値電圧Ｖｔｈのばらつきの影響を補正することができる。
【００９１】
　閾値電圧Ｖｔｈのばらつきの影響を補正し、モニタ用受光素子１０の出力電圧の感度調
整を行った後においては、個々の光ピックアップのモニタ用受光素子１０の出力電圧の調
整データは、所望の出射光量時におけるモニタ用受光素子１０の出力電圧の波高値であり
、閾値電圧Ｖｔｈのばらつきは時間軸方向の誤差を与えるけれども、光量に対応する出力
電圧の波高値には影響を与えない。したがって、レーザ光源の光出力をモニタリングする
モニタ用受光素子１０の出力電圧の波高値には影響を与えない。
【００９２】
　上記の光出力調整方法では、比較の基準としてレーザダイオード２を連続発光させてそ
のときの出射光量Ｌ１を求めるけれども、連続発光は、パルス発光に比べてレーザダイオ
ード２に対する負担が大きいので、連続発光可能な発光量には限界がある。そこで、より
高い光量において、パルス発光のデューティを精度高く５０％に設定する方法として、も
う１つの光出力調整方法を提供する。
【００９３】
　前述の図６に示すように、ある周期の矩形波によってパルス発光させた場合、レーザド
ライバ３の出力信号をｏｎ／ｏｆｆするためレーザドライバ３に入力される制御信号電圧
ＮＥ１７における発光のｏｎ／ｏｆｆ点は、閾値電圧ＶｔｈにおけるＶｔｈ０～Ｖｔｈ２
のばらつきによって、時間的に前後し、発光波形のデューティを変化させる。
【００９４】
　この閾値電圧Ｖｔｈのばらつきによって発光のｏｎ／ｏｆｆ点の時間的に前後する量は
、駆動波形の周期には関係なく、閾値電圧Ｖｔｈを通過する入力信号の波形により、ほぼ
一定量を示す。したがって、駆動波形の他の要素を変えることなく周期のみを長くすれば
、発光のｏｎ／ｏｆｆの切換わる点の数が減り、デューティに与える誤差の割合も減少す
る。
【００９５】
　図３は、長周期でレーザダイオード２の発光をｏｎ／ｏｆｆするためレーザドライバ３
に入力される制御信号電圧ＮＥを示す図である。図３（ａ）のライン４５で示す波形は、
レーザドライバ３からレーザダイオードに流す電流をｏｎ／ｏｆｆさせるためレーザドラ
イバ３に入力される制御信号電圧ＮＥの入力波形である。ライン４５で示す制御信号電圧
ＮＥが、予め定める閾値電圧Ｖｔｈを下回っている時間、レーザドライバ３の出力がｏｎ
となり、レーザドライバ３に入力される設定電流にレーザドライバ３のゲインを掛けて得
られる駆動電流がレーザダイオード２に出力される。レーザダイオード２は、この駆動電
流の供給を受け、その電流対光出力特性に応じて発光する。
【００９６】
　図３（ｂ）～図３（ｄ）にそれぞれ示す矩形波のライン４６，４７，４８は、閾値電圧
Ｖｔｈが、制御信号電圧ＮＥの入力波形４５の波高において、ほぼ中央のＶｔｈ０と、Ｖ
ｔｈ０よりも高い電圧Ｖｔｈ１と、Ｖｔｈ０よりも低い電圧Ｖｔｈ２と、にある場合それ
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ぞれの発光波形を示す。
【００９７】
　ライン４５で示す制御信号電圧ＮＥの入力波形を長周期とすることによって、閾値電圧
ＶｔｈがＶｔｈ１～Ｖｔｈ２までばらついた場合であっても、デューティの変動は、５０
％に対して±１．７％に抑制される。これは前述の図６に示す短周期でのデューティの変
動である５０％±５％に比べると顕著に小さく、制御信号電圧ＮＥの入力波形を長周期と
することによってデューティに対して与える誤差が顕著に抑制されることが判る。
【００９８】
　このことを利用して、レーザダイオード２を駆動させる波形の周期が短い場合の光パワ
ーメータ３４の平均値表示と、レーザダイオード２を駆動させる波形の周期が長い場合の
光パワーメータ３４の平均値表示との差が小さくなるように、上記波形のデューティを微
調整し、パルス発光のデューティを精度よく５０％に設定することができる。
【００９９】
　すなわち、周期が短い場合の光パワーメータ３４の平均値表示が大きい場合、レーザド
ライバ３の出力信号をｏｎ／ｏｆｆするためレーザドライバ３に入力される制御信号電圧
ＮＥのデューティを下げ、周期が長い場合の光パワーメータ３４の平均値表示が大きい場
合、レーザドライバ３の出力信号をｏｎ／ｏｆｆするためレーザドライバ３に入力される
制御信号電圧ＮＥのデューティを上げるように調整する。
【０１００】
　図４は、本発明の実施態様であるもう１つの光出力調整方法を説明するフローチャート
である。以下、図４を参照してもう１つの光出力調整方法について詳細に説明する。
【０１０１】
　スタートでは、光出力調整装置３０および光出力調整装置３０の一部をなす光ピックア
ップ４１の電源がｏｎにされて、動作可能な状態である。ステップｂ１では、レーザドラ
イバ３に入力する設定電流Ｉｉｎを電流設定回路３１の動作を制御して設定する。ただし
、設定電流値は、モニタ用受光素子１０の予め定められる感度調整点である光量波高値の
１／２に、なるべく近い値に選ぶが、長周期のパルス発光に適した値の範囲とする。
【０１０２】
　ステップｂ２では、レーザドライバ３からの出力信号をｏｎ／ｏｆｆするためレーザド
ライバ３に入力される制御信号電圧ＮＥを、ＦＧ３２の動作を制御して、Ｈｉｇｈ／Ｌｏ
ｗの時間比率がおおよそ５０％でかつ第１の周期である長周期の波形に設定し、デューテ
ィおおよそ５０％でパルス発光させる。長周期のパルス発光で、たとえば発光時間が５０
０ｎｓｅｃとするならば、５００ｎｓｅｃの発光時間で性能保証される範囲内、すなわち
その発光量がレーザダイオード２の過大な負担にならないような性能の範囲内の光量を発
光するように設定する。ステップｂ３では、対物レンズ７の出側で、光パワーメータ３４
が、出射光量Ｌ４を測定し、測定結果を光出力制御手段３５に与える。
【０１０３】
　ステップｂ４では、レーザドライバ３からの出力信号をｏｎ／ｏｆｆするためレーザド
ライバ３に入力される制御信号電圧ＮＥを、ＦＧ３２の動作を制御して、Ｈｉｇｈ／Ｌｏ
ｗの時間比率がおおよそ５０％でかつ上記第１の周期よりも短周期である第２の周期の波
形に設定し、デューティおおよそ５０％でパルス発光させる。短周期の発光時間としては
、たとえば５０～１００ｎｓｅｃが挙げられる。ステップｂ５では、対物レンズ７の出側
で、光パワーメータ３４が、出射光量Ｌ５を測定し、測定結果を光出力制御手段３５に与
える。
【０１０４】
　ステップｂ６では、光量Ｌ４と光量Ｌ５との差が、許容限界値ε未満であるか否かを判
定する。光量差が、許容限界値ε未満であるときステップｂ１０へスキップし、許容限界
値ε以上であるときステップｂ７へ進む。ステップｂ７では、光量Ｌ４と光量Ｌ５とが比
較される。光量Ｌ４が光量Ｌ５よりも大きいときステップｂ８へ進み、光量Ｌ４が光量Ｌ
５よりも小さい、すなわち光量Ｌ５が光量Ｌ４よりも大きいとき、ステップｂ９へ進む。
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【０１０５】
　ステップｂ８では、ＦＧ３２の動作を制御して、予め定める一定量、または光量Ｌ４と
光量Ｌ５との差に応じて、デューティを上げる。逆に、光量Ｌ５が光量Ｌ４以上であると
きのステップｂ９では、ＦＧ３２の動作を制御して、予め定める一定量、または光量Ｌ４
と光量Ｌ５との差に応じ、デューティを下げる。
【０１０６】
　ステップｂ８またはステップｂ９を実行した後、ステップｂ５へ戻り、対物レンズ７の
出側で、光パワーメータ３４が、出射光量を測定し、測定結果を光出力制御手段３５に与
える。光出力制御手段３５では、この測定出射光量を新たな光量Ｌ５に置き換える。光量
Ｌ４と光量Ｌ５との差が許容限界値ε未満になるまで、ステップｂ５～ステップｂ８また
はステップｂ９を繰返す。
【０１０７】
　光量差が許容限界値ε未満であるとき、デューティ５０％の設定精度が高く、光パワー
メータ３４による平均値表示の測定値から、パルス発光の出力電圧の波高値が推定できる
ことになるので、ステップｂ１０へ進むことができる。ステップｂ１０では、光量Ｌ４と
光量Ｌ５との差が許容限界値ε未満になった状態のデューティ設定値、すなわち精度高く
設定されたデューティ５０％を維持しながら、適切な周期のＨｉｇｈ／Ｌｏｗ波形でレー
ザダイオード２をパルス発光させる。
【０１０８】
　ステップｂ１１では、レーザドライバ３に入力する設定電流Ｉｉｎを、電流設定回路３
１の動作を制御して、モニタ用受光素子１０の予め定められる感度調整点である光量に対
応する値に設定する。ステップｂ１２では、対物レンズ７の出側で、光パワーメータ３４
が、出射光量Ｌ６を測定し、測定結果を光出力制御手段３５に与える。ステップｂ１３で
は、出力電圧調整手段１２の感度を調整して、モニタ用受光素子１０からの出力電圧が予
め定める値（規定電圧）になるように調整する。
【０１０９】
　ステップｂ１４～ステップｂ１７は、前述の図２に示す光出力調整方法のフローチャー
トにおけるステップａ１３～ステップａ１６と同一であるので、説明を省略する。ステッ
プｂ１４で他の光量に対する出力電圧を測定する必要が無いと判定されるとき、エンドへ
進み、光出力調整動作を終了する。
【０１１０】
　上記の１つの光出力調整方法およびもう１つの光出力調整方法によって、モニタ用受光
素子１０の出力電圧の感度を調整し、出力電圧が予め定める値になるように調整された光
ピックアップは、本発明の実施形態である。
【０１１１】
　また、上記の１つの光出力調整方法およびもう１つの光出力調整方法によって、モニタ
用受光素子１０の出力電圧の感度を調整し、出力電圧が予め定める値になるように調整さ
れた光ピックアップを搭載する電子機器、たとえばＤＶＤレコーダー、パーソナルコンピ
ュータなども、本発明の実施形態である。
【０１１２】
　以上に述べたように、本実施の形態では、モニタ用受光素子１０の出力電圧の感度を調
整する出力電圧調整手段１２は、半固定抵抗器であるけれども、これに限定されることな
く、モニタ用受光素子１０に内蔵される増幅器または減衰器の増幅度・減衰度等感度に関
係する設定データを格納するメモリで構成されてもよい。このような構成によれば、メモ
リに格納するデータを、レーザダイオードの種類等に応じて入力ないし書換えることによ
って、モニタ用受光素子１０の出力値を、容易に所望の値に設定することができる。
【０１１３】
　また、本実施の形態では、パルス発光のデューティの微調整を、レーザダイオード２を
駆動させる波形のデューティを微調整することによって行ったが、これに限定されること
なく、限られた条件の範囲では、レーザドライバ３の出力信号をｏｎ／ｏｆｆするためレ
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ーザドライバに入力される制御信号電圧ＮＥの論理電圧を微調整することで行うようにし
てもよい。すなわち、実使用状態に近い周期でのパルス発光状態では、かなり短い周期で
ｏｎ／ｏｆｆ制御が行われている。このとき、制御信号電圧ＮＥの論理電圧のＨｉｇｈレ
ベルと閾値電圧Ｖｔｈとの電圧差、または論理電圧のＬｏｗレベルと閾値電圧Ｖｔｈとの
電圧差を変化させることによって、制御信号電圧ＮＥが閾値電圧Ｖｔｈを通過するタイミ
ングが変わるので、パルス発光のデューティを精度よく変化させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１４】
【図１】本発明の実施の一形態である光ピックアップの光出力調整装置３０の構成を示す
系統図である。
【図２】本発明の実施態様である１つの光出力調整方法を説明するフローチャートである
。
【図３】長周期でレーザダイオード２の発光をｏｎ／ｏｆｆさせる場合のレーザドライバ
３に入力される制御信号電圧ＮＥを示す図である。
【図４】本発明の実施態様であるもう１つの光出力調整方法を説明するフローチャートで
ある。
【図５】典型的な光ピックアップ１の構成を簡略化して示す図である。
【図６】閾値電圧Ｖｔｈのばらつきに対してデューティが変動することを説明する図であ
る。
【符号の説明】
【０１１５】
　１，４１　光ピックアップ
　２　レーザダイオード
　３　レーザドライバ
　４，６　コリメータレンズ
　５　ビームスプリッタ
　７　対物レンズ
　８　スポットレンズ
　９　信号用受光素子
　１０，１１　モニタ用受光素子
　１２　出力電圧調整手段
　１３　ディスク
　３０　光出力調整装置
　３１　電流設定回路
　３２　ファンクション・ジェネレータ
　３３　波高測定器
　３４　光パワーメータ
　３５　光出力制御手段
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